第一課　交際

単語

●こめる【込める】

１((つめる))装填.
¶銃に弾丸を～/往枪镗里装子弹。

２((含む))包括在内,计算在内.
¶税金,サービス料など一切を込めた宿泊料/包括税钱、服务费等一切费用的住宿费.

３((心や力を))集中(精力),贯注(全神).
¶心を込めて書く/全神贯注地写.
¶仕事に力を～/把精力集中在工作上.
¶まごころを込めた贈り物/诚恳的礼品.

●あける【明ける】

１((夜が))明,亮.
¶夜が明けた/天亮了.
¶夜も明けきらぬうちから起き出す/天刚蒙蒙亮就起来.

２((年が))过年
¶明けましておめでとうございます/新年恭喜!

３((期間が))结束,终了;满期.
¶梅雨は明けた/梅雨季节已过.
¶休暇が明けた/休假完了.

●たもつ【保つ】

１((ある状態を))保持,维持.
¶秩序を～/保持〔维持〕秩序.
¶平和を～/保持〔维持〕和平.

２((まもる))保,保住;[ささえる]支持.
¶身を～/保身.
¶命を～/保命.

３((持ちつづける))
¶信用を～/保持信用.
¶地位を～/保存〔保全〕地位

●たまわる【賜る】
１((…していただく))蒙受赏赐.
¶なにかとご教示を賜りありがとうございます/多蒙您指正,谢谢.

２((物などをくださる))赐,赐予,赏赐.
¶勲章を～/赐予勋章.

●きげん【機嫌】

１((気分))心情,情绪.
¶～がよい/高兴; 快活.
¶～が悪い/不高兴;情绪不佳.
¶彼は～が直った/他又高兴起来了; 他的情绪又好了.

２((気持ちのよいこと))痛快,畅快,快活,高兴.
¶たいへんなご～だ/高兴得不得了.
¶～をそこねる/得罪;折人的和气;触怒. 
¶彼は～よく引き受けた/他高高兴兴地承担了下来.→ごきげん

· ～を取る讨好;取悦;逢迎. 
¶子どもの～を取る/哄孩子.
¶あの人は～が取りにくい/那个人「不易讨好〔不受奉承〕.

●かさねる【重ねる】

１((ものをのせて))重叠地堆放,摞.

¶本を～/把书叠摞起来.

¶手を～/把一支手放在另一支手上.

２((さらに加える))再加上;[置いて]放上;[かぶせて]盖上;[はいて]穿上.

¶セーターを2枚重ねて着る/毛衣上又套一件毛衣.

３((くりかえす))反复;屡次,多次,一次又一次,再次.

¶失敗を～/屡遭失败;失败又失败.

¶日を～/过了一天又一天.
●うとい【疎い】

１((縁遠い))疏远.

¶二人の仲はだんだん～ものになってきた/两个人的关系逐渐疏远起来了.

¶去る者は日々にうとし/去者日日疏.　

２((不案内だ))不了解,生疏.

¶世事に～/不谙世故.

¶実情に～/不了解真实情况.

●よし【由】

１((いわく・わけ))缘故,因由,理由.
¶～ありげな顔/似乎有什么来头的神色.
¶～ありげなことば/似乎话中有话.
２((手段))方法,手段;[てがかり]线索.
¶知る～もない/无法知道; 无从获悉.

３((…とのこと))听说,据说.
¶お手紙によれば,近くご結婚なさる～,誠におめでとうございます/据您来信说最近就要结婚,谨表衷心的祝贺.
¶ご病気の～,心からおみまい申しあげます/听说您病了,谨致以衷心的慰问.　

文法

一、連体詞　「ちょっとした」
【意味と用例】
①「わずか一、連体詞　「ちょっとした」の」「少しの」「ささいな」という意味。

▲ちょっとした手違いで荷物が別の場所に届けられた。

▲ちょっとしたアイデアだったが、大金になった。
②立派と言うほどではないが、ある程度は超えている様子。「かなりの」「相当な」という意味。普通より少し上だとほめる時の言葉。　
▲新しく始めた事業が成功し、Ｍ氏はこの一年でちょっとした財産を築いた。

▲彼の帰国は、周りの人にとって、ちょっとした驚きでした。

二、「…を通して」 
【意味】人や物事、動作を表わす名詞などを受け、「それを仲立ちや手段にして」という意味を表わす。それによって知識や経験などを得ることを述べるのに使う。
【用例】　

▲社長に会う時は、秘書を通してアポイントメント　を取ってください。　　

▲我々は体験ばかりでなく書物を通して様々な知識を得ることができる。

▲実験を通して得られた結果しか信用できない。

三、形式体言「うえ」  
【意味と用法】 

①「名詞の・動詞連体形＋うえで（は）」
　“その方面において”という意味。

▲テレビは外国語の勉強のうえでかなり役に立ちます。

▲今度の企画を成功させるうえで、ぜひみんなの協力が必要なのだ。

②「名詞である・形容動詞な・ 動詞、形容詞連体形＋うえに」
　「そのうえ」「それに」「さらに」という意味。
前の事柄と同じ方向の事柄（プラスとプラス、マイナスとマイナス）を「それに」という気持ちで加わる。　

▲今年は冷夏であるうえに台風の被害も大きくて、やさいは異常な高値を記録している。

▲この機械は操作が簡単なうえに、小型で使いやすい。

▲このウォークマンは値段が安いうえにいろいろな機能がついている。

▲来週は出張があるうえ、結婚式にも出なければならない。

③「名詞の・動詞（タ形） ＋うえで」

「～したあとで」という意味。「その結果に基づいて次の行動をとる」という意味の表現が後ろに続く。

▲詳しいことはお目にかかったうえで、説明いたします。

▲どの大学を受験するか、両親との相談のうえ、決めます。　

④「動詞（タ形） ＋うえは」
「…以上は」「…からには」という意味。後ろに話す人の判断、決意、勧めなどの表現が続く。

▲社長が決断したうえは、我々社員はやるしかない。

▲やると言ってしまったうえは、やらなければならない。

四、並列助詞「に」  
【意味と用例】 

①累加、添加を表わす。　同じ類に属する事物を次々に列挙していく時に言う。 　　
▲私は今学校で、数学に物理に化学に生物を勉　　強している。

②対比的・対照的な二つのものを取り合わせ、全体として何らかの意味で統一されるそれぞれを結びつける。 　　　　　　　　　　　　

▲白い砂浜に緑の松林が何とも言えない美しさだ。

▲ジーパンにセーターの女の子。

【諺】 

★牡丹に唐獅子、竹に虎
★東男に京女

五、形容詞「つまらない」  
①面白くない。　　　　　　　　　　
▲せっかくの休日だというのに、何もすることがなくてつま　らない。

②値打ちがない。くだらない。　

▲誰にだってできるつまらない仕事ですよ。

▲つまらないものですが、お召し上がりください。

※　口語的に「つまんない」とも言う。

六、接続助詞「ながら」 
【接続】　「動詞連用形＋ながら」
　　　　　「形容詞終止形＋ながら」

　　　　　「形容動詞・名詞であり＋ながら」

【意味】　「前の言葉や文から予想される事柄とは違って実際はこうだ」という意味を表わす。＝「～のに」　「～けれども／が」

【用法】「～ながら」の前に来る述語は状態性の場合が多く、 状態性の動詞、「～ている」の形や、形容詞、名詞などがよく来る。「ながらも」の形でも使う。　

【用例】
▲塩辛いものは体によくないと分かっていながら、兄は毎日たくさん食べている。
▲田中さんは体が小さいながら、なかなか力がある。

▲彼女は夫を失ってから、細々ながらも商売を続け、3人の子供を立派に育てた。

▲彼は金持ちでありながら、とても地味な生活をしている。

▲ゆっくりながらも、作業は少しずつ進んでいる。

【副詞的に使われる言い方】
●いやいやながら引き受けた。
●残念ながら不合格だった。

●勝手ながら、明日休ませていただきます。（店などの張り紙）

●私にできることなら、及ばずながらお手伝いいたします。

【比較】
ア、飛行機は黒煙を上げながら、まっさかさまに墜落していった。（同時）
イ、生まれながらのすぐれた才能に恵まれている。（様態）

ウ、狭いながらも、楽しい我が家。（逆接）

八、 「名詞＋並み」 
【意味と語例】
①並んでいる状態。　　

●歯並／歯が並んだ様子。歯並び。

●町並み／町に人家が軒を連ねて建っている様子。

●軒並み／家家の軒が並んでいる様子。＝家並み

②それと同じ程度であること。
●人並み／一般の人と同じ程度・状態。
●家族並／家族と同様であること。

●親戚並み／親戚と同様であること。

●世間並み／普通の人々と同じ程度。

●十人並み／顔づきや才能など、人並みであること。

●月並み／

ァ、毎月。ｲ、平凡なこと。ありきたり。

【用例】
▲田舎にはまだ古い町並みが残っているところがある。
▲小学生なのに大人並みの力がある。

▲僕の家も世間並みの暮らしができるようななった。

▲彼の成績は十人並みだ。

九、 「とかく」  
【意味と用例】
①あれやこれや。いろいろと。　 
▲先のことを今からとかく心配してもしようがない。

▲他人のことをとかく言う前に自分の責任を果たすべきだ。  
▲とかくしているうちに時間ばかり過ぎていった。　
②そうなりがちである様子。よくない状態になりがちである場合に使われることが多い。文末に「～がちだ／やすい／傾向がある／ものだ」などの表現を伴う。
▲年を取ると、とかく忘れがちになって、困っている。

▲我々は、とかく学歴や身なりで人間の価値を判断してしまう傾向がある。

▲冬はとかく風邪を引きやすい。

③いずれにせよ。　　　　　　
▲とかく人の世は住みにくいものだ。

▲とかく浮世はままならぬ。

④｢とかくの～｣の形で、いろいろとよくないさまを表わす。

▲彼は女性との間にとかくのうわさがある。

★「とかく」と「つい」について
ァ、「とかく」は一般的事実に使われるのに対して、「つい」は自分だけの個別的なこと。
ｲ、「つい」は本能的、習慣的に無意識にそうしてしまう場合に用いるが、「とかく」は世間一般の事・自然現象などにも使える。

前文
日本人は引っ越しをした時、ちょっとしたものを持って、近所の人に挨拶に行きます。例えば、「引っ越しそば」といって、そばを配ったりします。それは「そばにまいりました。どうぞよろしく」という意味から

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_4/lesson%201/3_4_b.htm" \l "5" です。
結婚·出産·入学·成人などのお祝いや、病気·火事などのお見舞いに、親しい人には品物やお金を贈ります。また、「お盆」の前と年末、いつもお世話になっている人に感謝の気持ちを込めて物を贈ります。
昔はうれしい時、悲しい時、よく集まって一緒に食事をしました。そうして、喜びを分かち合い、悲しんでいる人を励ましたのです。食べ物を贈る習慣もここから生まれてきました。
今でも一緒に飲んだり食べたりすることを日本人はとても大切にします。サラリーマンは仕事が終わってから、会社の人と一緒によくお酒を飲みに行きます。また、政治やビジネスの世界でも、公式の会議をする前に、相手を食事に招待することがよくあります。食べたり飲んだりしながら生活や仕事の上での苦労を話し会うと、会議がやりやすくなるからです。
手紙も日本人の生活の中で大切な役割を果たしています。七月とお正月には特別用事がなくても、親しい人、お世話になった人に葉書を出します。七月は梅雨が明け、暑い夏に入る時なので、「大変暑いですが、お元気ですか」という葉書を出します。これを「暑中見舞い」といいます。また、お正月には、新しい年を祝う「年賀状」を出します。郵便局では、暑中見舞い·年賀状用の特別の葉書が売り出されます。
日本人はさまざまな共通点を通して、強い集団意識で結ばれています。例えば、同じ学校を出た、同じ地方で生まれた、同じ世代であるといったつながりです。そして、いろいろな機会に、一緒に食事をしたり、贈物や手紙の保ってやりとり

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_4/lesson%201/3_4_b.htm" \l "5" をして、人間関係の「和」をいるのです。
会話

アパート
目黒駅　五分
六畳、四·五畳、D·K四．五畳
水洗、風呂付
賃　四五〇〇〇円、共二〇〇〇円
礼2　敷1
 (不動産屋の前で、物件のはり紙を見ながら、李さんが、友人の鈴木さんと相談しています。)
李　　鈴木さん、これは、どう読むんですか。
鈴木　これはね、目黒駅から歩いて五分、六畳と四畳半の部屋、D·Kっていうのは、ダィニング·キッチン、台所と食堂が一緒になった部屋ですね。
李　　「水洗」っていうのは、トイレのことですね。「共二〇〇〇円」というのは?
鈴木　「共益費」ですよ。廊下の電気代なんかに使うんです。
李　　はあ、いわゆる

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_4/lesson%201/3_4_b.htm" \l "5" 2DKですね。
鈴木　そうですね。2DK、バス、トイレ付きで、四万五千円か。この辺じゃ、安いほうかもしれませんね。
李　　この「礼2」と「敷1」というのは。
鈴木　あ、「礼」は礼金で、「敷」は敷金のことですよ。すなわち、不動産屋にお礼として二か月分の家賃九万円を払い、大家さんに敷金として一か月分の家賃四万五千円を払うということなんです。敷金は後で返ってきますけどね。
李　　ここだと、四か月分の家賃に共益費で、ええと、一八万二千円か、大変ですね。
(引っ越しが終わりました。李さんが、隣の家に引っ越しの挨拶に行きます。)
李　　御免ください。
佐藤　はい、どなたですか。
李　　あのう、わたし、今度隣に引っ越してきた李という者
　　　ですが…。初めまして。
佐藤　初めまして。
李　　これから、いろいろお世話になると思いますが、どうぞ、よろしくお願い致します。
佐藤　こちらこそ、よろしくお願いします。
李　　わたしは、最近、中国からきたばかりで、まだ日本語がよくできません。よろしくお願いします。 
佐藤　どうぞ、困ったことがあったら、何でもおっしゃってください。
李　　はい、ありがとうございます。これはつまらないものですが、どうぞ。
佐藤　ご丁寧にありがとうございます。
　口语3
佐藤　御免ください。
李　　はい。
佐藤　わずかばかりですが、このりんご、田舎から送ってきたものです。　　　どうぞ、召しあがってみください。
李　　そんなお心づかいをしていただいて、どうもすみません。
